






[要約]

 本報告は二部に分かれる。第一部では、昨年の研究を受け継ぎ、「母子間における自己不

全感喚起的コミュニケーションの在り方に関する研究」の調査結果を報る。第二部ではリ

サーチ・クエスチョンに関する回答を試みる。

  第一部と第二部は一見すると別個の事項を扱うかに見えるか、母子間であれ、妊産褥婦

へのサポートシステムの研究であれ、「コミュニケーションがどうなされるか」によって

意志が円滑に伝達できたり、サポートが有効に働いたりするという意味において共通の基

盤を有する。


